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i 広報紙・読者の声 一般質問・政務活動報告

　
飯
能
市
は
人
口
約
8
万
人
、

3
万
4
千
世
帯
、
面
積
1
9

3
k
㎡
（
県
内
3
番
目
で
伊

奈
町
の
13
倍
）
で
す
。
名
栗

方
面
は
バ
ス
が
主
要
な
交
通

機
関
で
、
飯
能
駅
か
ら
終
点

ま
で
27
キ
ロ
余
り
、
約
1
時

間
か
か
り
ま
す
。

　
制
度
を
設
け
た
背
景
に
は
、

山
間
地
域
の
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
、
バ
ス

利
用
を
促
進
す
る
施
策
が
必

要
だ
っ
た
こ
と
、
住
民
か
ら

バ
ス
通
学
費
の
補
助
を
求
め

る
要
望
書
が
複
数
回
出
さ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
制
度
は
平
成
22
年
に
開
始
、

26
年
に
消
費
税
増
税
に
伴
い

増
額
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
制
度
内
容
は
、
バ
ス
を
利

用
し
て
通
学
す
る
高
校
生
を

対
象
に
、
通
学
費
が
年
間
10

万
円
以
上
を
必
要
と
す
る
も

の
に
対
し
、
一
定
の
保
護
者

負
担
額
を
差
し
引
い
た
額

（
負
担
額
に
応
じ
た
補
助
率
）

で
補
助
し
ま
す
。
通
学
費
は

割
引
率
の
高
い
通
学
特
殊
定

期
（
年
間
通
学
定
期
券
「
ば

す
く
ー
る
3
6
5
」
）
の
料

金
で
計
算
し
ま
す
。
対
象
を

高
校
生
に
し
た
の
は
、
高
校

無
償
化
と
い
う
背
景
と
高
校

ま
で
は
住
み
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
た
め
に
行
政
が
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
と
の
理

由
か
ら
で
す
。

26
年
度
の
実
績
は
、
総
額
で

1
4
3
人
に
対
し
て
3
7
8

万
円
で
、
利
用
率
は
対
象
人

数
の
41
％
に
な
り
ま
す
。

地
震
が
頻
発
し
て
い
る

　
　
　地
震
対
策
の
充
実
を

地
震
が
頻
発
し
て
い
る

　
　
　地
震
対
策
の
充
実
を

　
　
防
災
行
政
無
線
の
改
善

を
。

　
　
北
部
地
区
に
屋
外
拡
声

子
局
を
1
基
新
設
。
放
送
内

容
を
、
ほ
ぼ
同
時
に
、
町
登

録
制
緊
急
メ
ー
ル
や
、
携
帯

各
社
の
エ
リ
ア
メ
ー
ル
等
に

配
信
可
能
と
な
る
。
デ
ジ
タ

ル
化
に
よ
り
雑
音
が
低
減
さ

れ
、
音
質
が
向
上
す
る
。

　
難
聴
区
域
対
策
の
一
環
と

し
て
、
放
送
内
容
を
電
話
で

確
認
で
き
る
自
動
応
答
シ
ス

テ
ム
も
併
せ
て
整
備
す
る
。

自
力
避
難
困
難
者
対
策
を

　
　
把
握
方
法
は
。

　
　
避
難
行
動
要
支
援
者
避

難
支
援
プ
ラ
ン
個
別
計
画
名

簿
に
登
録
し
て
い
る
。

　
　
避
難
誘
導
は
。

　
　
消
防
、
警
察
、
自
主
防

災
組
織
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
等

が
一
体
と
な
っ
て
、
避
難
誘

導
を
行
う
。

　
　
福
祉
避
難
所
の
設
定
は
。

　
　
町
内
4
カ
所
、
上
尾
1

カ
所
と
「
災
害
時
に
お
け
る

福
祉
避
難
所
の
確
保
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
て
い
る
。

避
難
所
の
長
期
化
対
策

　
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

し
た
対
策
は
。

　
　
避
難
所
用
の
テ
ン
ト
を

購
入
。
授
乳
室
や
更
衣
室
等

に
利
用
可
能
な
備
品
の
購
入

を
検
討
し
て
い
る
。

　
　
緊
急
輸
送
道
路
の
無
電

柱
化
を
。

　
　
国
の
関
連
法
案
の
検
討

な
ど
、
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。

●答 ●問

●問●問

●答
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南部公園にある飲料水用耐震性貯水槽

飯能市の通学費補助の実績

水
上
邦
雄  

議
員

み
ず
か
み
く
に  

お

政務活動報告

高
等
学
校
等
通
学
費

補
助
金
制
度

視
察
地
　
埼
玉
県
飯
能
市

視
察
日
　
平
成
28
年
4
月
28
日

会
　
派
　
日
本
共
産
党

1人当たりの通学費と補助額（年額）
通学費

平均額 最高額 平均額 最高額

補助額

136,020円

139,089円

210,600円

205,400円

26,400円

20,294円

65,600円

55,400円

改正後（H27）

改正前（H22）

※通学費の平均額は、補助金申請者の通学特殊定期券代を
　補助金申請者数で除いた金額

◇
今
号
の
〝
議
会
だ
よ
り
〞

を
し
っ
か
り
読
み
、
町
政
へ

の
関
心
が
湧
き
ま
し
た
。
　

（
50
代
男
性
）

◇
表
紙
の
写
真
が
と
て
も
い

い
で
す
。
子
供
達
の
、
の
び

の
び
と
し
た
姿
を
と
ら
え
て

い
て
ほ
の
ぼ
の
と
幸
せ
を
感

じ
ま
す
。
　  

（
70
代
女
性
）

◇
ピ
ン
バ
ッ
ジ
を
つ
け
て
バ

ラ
マ
ス
タ
ー
ズ
の
活
動
に
参

加
し
た
い
で
す
。（
40
代
女
性
）

◇
『
そ
こ
が
知
り
た
い
』
の

ペ
ー
ジ
は
身
近
な
問
題
を
取

り
上
げ
て
い
る
の
で
、
毎
月

興
味
を
持
っ
て
読
ん
で
い
ま

す
。
　
　
　  

（
40
代
男
性
）

◇
新
し
い
町
長
も
決
ま
り
、

色
々
な
意
見
も
あ
る
事
な
の

で
、
本
誌
で
あ
い
さ
つ
文
を

取
り
上
げ
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　  

（
60
代
女
性
）

◇
答
え
が
母
校
で
嬉
し
く
な

り
ま
し
た
！
勤
務
先
が
伊
奈

内
な
の
で
、
今
後
も
伊
奈
を

発
信
し
た
い
で
す
。

（
20
代
女
性
）

◇
議
会
だ
よ
り
は
と
て
も
町

政
に
関
し
て
参
考
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ク
イ
ズ
応
募
は
今

回
初
め
て
で
す
が
、
解
答
の

学
校
に
11
年
勤
務
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
し
、
住
人
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
町
と
学
園
の

益
々
の
発
展
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。
　  

（
60
代
男
性
）

◇
議
会
だ
よ
り
は
毎
回
議
員

さ
ん
た
ち
の
意
見
等
詳
し
く

わ
か
り
良
し
悪
し
の
参
考
に

な
っ
て
ま
す
。「
議
員
」
の
立

場
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
一

町
民
の
視
線
で
と
り
組
ん
で

下
さ
い
!!
　  

（
50
代
女
性
）

◇
定
例
議
会
賛
否
結
果
・
討

論
に
つ
い
て
、
特
に
議
論
さ

れ
ず
全
員
賛
成
で
議
案
が
可

決
さ
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い

た
た
め
、
反
対
討
論
も
出
さ

れ
き
ち
ん
と
議
論
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
お
ど
ろ
い
た
。
一

方
、
政
党
に
よ
っ
て
意
見
が

ま
と
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
も

見
え
た
。
ふ
る
さ
と
寄
付
金

等
に
つ
い
て
新
聞
報
道
を
も

と
に
だ
け
で
な
く
、
他
の
自

治
体
例
な
ど
も
調
査
し
、
よ

り
よ
い
特
典
を
そ
ろ
え
て
ほ

し
い
。
ま
た
寄
付
金
が
具
体

的
に
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

か
に
も
関
心
が
あ
り
ま
す
。

（
40
代
男
性
）

◇
議
員
ひ
と
り
ひ
と
り
の
質

問
と
そ
れ
に
対
す
る
回
答
が

見
や
す
く
ま
と
め
て
い
た
の

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

議
員
の
問
題
意
識
が
は
っ
き

り
理
解
で
き
て
よ
い
と
思
い

ま
す
。
「
鉄
道
が
好
き
で
ニ

ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
に
乗
っ
た
ら

内
宿
駅
で
た
ま
た
ま
議
会
だ

よ
り
を
手
に
し
て
応
募
し
ま

し
た
。
ニ
ュ
ー
シ
ャ
ト
ル
を

活
用
し
た
町
づ
く
り
を
す
れ

ば
鉄
道
フ
ァ
ン
は
そ
こ
そ
こ

来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？
ま
た
近
い
う
ち
に
バ
ラ

祭
り
に
行
き
た
い
で
す
。
」

（
30
代
男
性
）

　
毎
回
、
多
種
多
様
な
ご
意

見
（
読
者
の
声
）
を
投
稿
を

い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
掲
載
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
誌
（
議
会
だ
よ
り
）
に
関

す
る
ご
意
見
の
み
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

「
読
者
の
声
」の
お
礼

「伊奈町議会だより」をスマホでも「伊奈町議会だより」をスマホでも

「伊奈町議会だより」をより多くの皆さんにお届けできるよう、
平成28年8月1日号からスマートフォン・タブレット用アプリ
「i広報紙」での配信を始めました。
この無料アプリをダウンロードして登録すると、発行日にお知ら
せが届き、伊奈町議会のホームページにアクセスせずに、「伊奈
町議会だより」を読むことができます。
手軽に広報紙を楽しめる「i広報紙」をぜひご利用ください。
※アプリのダウンロードは無料ですが、通信費は利用者負担となります。
※「i広報紙」を利用するには、専用アプリのダウンロードが必要です。
　右記QRコードを読み込んでください。

町
議
会
で
は
、
議
員
活
動
の
資
質
向
上
を
ね
ら
い
と
し
、
各
会
派
で
他
の
自
治
体

の
取
り
組
み
を
視
察
調
査
し
た
り
、
様
々
な
研
修
を
行
う
な
ど
研
鑽
に
努
め
て
い

ま
す
。

さ
ん


